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   カ リ キ ュ ラ ム ・ オ ー バ ー ロ ー ド の 改 善 を 求 め る 意 見 書 に つ い  

て     

 

 

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22年 法 律 第 67号 ） 第 99条 の 規 定 に よ り 、 別 記 意 見 書を

関 係 行 政 庁 に 提 出 す る も の と す る 。  
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カ リ キ ュ ラ ム ・ オ ー バ ー ロ ー ド の 改 善 を 求 め る 意 見 書 （ 案 ）  

  

今 、 学 校 現 場 で は 、 小 中 学 校 、 高 等 学 校 を 合 わ せ る と 41万 人 を 超 え る不

登 校 の 子 ど も の 数 が 文 部 科 学 省 の 調 査 で 明 ら か に な っ て い る 。 と り わ け小

中 学 校 で は 11年 連 続 で 増 加 し 、 過 去 最 多 と な っ て い る 。 ま た 、 貧 困 ・ いじ

め ・ 教 職 員 の 未 配 置 な ど 解 決 す べ き 課 題 が 山 積 し て お り 、 長 時 間 労 働 の実

態 も 改 善 さ れ ず 、 子 ど も た ち の 豊 か な 学 び を 保 障 す る た め の 教 材 研 究 や授

業 準 備 の 時 間 を 十 分 に 確 保 す る こ と が 困 難 な 状 況 と な っ て い る 。  

学 習 指 導 要 領 の 改 訂 は 、 子 ど も た ち の 豊 な 学 び の 保 障 や 、 教 職 員 の 「働

き 方 改 革 」 に 大 き く か か わ る も の で あ る 。 国 の 教 育 課 程 基 準 に 基 づ き 、学

校 が 定 め た 教 育 課 程 の 時 数 と 内 容 が 過 多 に な っ て い る こ と で 、 子 ど も や教

職 員 に 過 大 な 負 担 が か か っ て い る 状 態 （ い わ ゆ る 「 カ リ キ ュ ラ ム ・ オ ーバ

ー ロ ー ド 」 ） を 改 善 す る こ と が 喫 緊 の 課 題 で あ る 。 こ の た め 、 次 期 学 習指

導 要 領 の 内 容 の 精 選 や 、 標 準 授 業 時 数 の 削 減 が 強 く 求 め ら れ る 。  

よ っ て 、 中 野 市 議 会 は 、 国 に 対 し 、 下 記 の 措 置 を 講 じ ら れ る よ う 強 く要

請 す る も の で あ る 。  

 

記  

 

１ ． 子 ど も た ち の 豊 か な 学 び を 保 障 す る た め 、 カ リ キ ュ ラ ム ・ オ ー バ ーロ

ー ド の 早 期 改 善 、 学 習 指 導 要 領 の 内 容 の 精 選 等 を 行 う こ と 。  


